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一
一
雑
報
一
一

北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

昭
和
五
五
年
二
一
月
一
二
日
(
金
)
午
後
一
時
半
1
五
時

「
立
法
過
程
に
関
す
る
一
事
例
研
究
1
1日
本
国
有
鉄
道
経
営
再
建
促
進

特
別
措
置
法
の
例

l
l」

報
告
者

内
閣
法
制
局

井
山
嗣
夫
氏

出

席

者

二

六

名

報
告
で
は
、
山
内
閣
法
制
局
の
機
構
と
そ
の
具
体
的
活
動
が
紹
介
さ
れ
た

後
、
山
国
鉄
再
建
法
を
採
り
上
げ
、
同
法
が
起
草
さ
れ
制
定
さ
れ
る
に
至
る

ま
で
の
立
法
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
再
建
法
の
制
定
過
程
に
関
し
て

は
、
解
決
す
べ
き
問
題
と
政
策
手
段
選
択
と
の
関
係
、
他
の
諸
国
体
と
の
折

衝
・
調
整
の
あ
り
方
、
法
律
事
項
と
政
令
事
項
を
ど
う
選
択
す
る
か
が
検
討

さ
れ
た
。
な
お
本
報
告
は
、
本
誌
次
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、

詳
し
く
は
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

O
昭
和
五
五
年
一
二
月
一
九
日
(
金
)
午
後
一
時
半
|
五
時

「
会
社
の
支
配
構
造
と
社
会
的
責
任
に
関
す
る
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
理
論

動
向
」

報
告
者

ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
準
教
授

デ
ニ
ス
・

s
・
カ
ル
ジ
ャ
ラ
氏

出

席

者

二

六

名

教
授
は
、
最
近
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
会
社
の
経
営
者
か
ら
株
主
の
利

益
を
保
護
す
る
た
め
、
ま
た
、
会
社
の
活
動
に
よ
っ
て
外
部
社
会
の
利
益
が

害
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
会
社
に
対
す
る
法
的
規
制
を
強
化
す
べ
き

だ
と
主
張
す
る
提
案
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
後
、
こ
れ
を
検
討
し
批
判
さ

れ
た
。
報
告
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

会
社
に
対
す
る
法
的
規
制
を
強
化
せ
よ
と
い
う
近
年
有
力
に
な
っ
た
主
張

を
検
討
す
る
場
合
、
株
主
の
利
益
保
護
を
目
的
と
す
る
主
張
と
一
般
社
会
の

利
益
保
護
を
目
的
と
す
る
主
張
と
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
会
社
と
一
般

社
会
の
利
益
の
対
立
は
、
多
く
の
場
合
、
会
社
経
営
者
お
よ
び
株
主
と
一
般

社
会
と
の
利
益
の
対
立
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
経
営
者
と
株
主

の
利
益
対
立
と
は
別
に
検
討
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
利

益
対
立
を
分
析
す
る
た
め
に
は
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
り
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。
主
張
さ
れ
て
い
る
改
革
案
に
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
欠
け
て
い

る
た
め
、
的
は
ず
れ
な
規
制
を
主
張
す
る
き
ら
い
が
あ
る
。

ま
ず
株
主
の
利
益
擁
護
の
た
め
の
規
制
と
し
て
は
、
現
在
の
州
ご
と
の
会

社
法
の
下
で
は
、
よ
り
緩
や
か
な
規
制
し
か
加
え
て
い
な
い
州
に
会
社
が
逃

避
す
る
か
ら
、
連
邦
会
社
法
を
制
定
せ
よ
と
い
う
提
案
が
あ
る
。
こ
の
提
案

の
背
景
に
は
、
会
社
が
巨
大
化
す
る
に
と
も
な
い
、
経
営
者
の
権
限
が
強
化

さ
れ
、
株
主
が
経
営
者
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
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幸R

め
経
営
者
に
よ
っ
て
株
主
の
利
益
が
犠
牲
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
仮
定
が
あ

る
。
し
か
し
こ
の
仮
定
は
、
経
営
者
と
株
主
と
の
利
益
対
立
を
一
方
的
に
強

調
し
す
ぎ
て
い
る
。
株
主
民
主
主
義
が
弱
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
経
営

者
が
株
主
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
と
は
い
え
な
い
。
経
済
制
度
全
体
の
機
能

に
よ
っ
て
、
経
営
者
は
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
よ
う
に
活
動
す
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
ず
経
営
者
が
会
社
の
利
益
を
最
大
化
さ
せ
る
よ
う
に
活
動
す
れ

ば
、
配
当
が
少
な
く
と
も
株
価
が
あ
が
り
、
株
主
の
利
益
は
増
大
す
る
。
ま

た
株
価
の
高
水
準
化
は
、
会
社
乗
取
り
の
た
め
の
株
式
取
得
を
困
難
に
し
、

経
営
者
の
地
伎
の
強
化
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
株
主
は
自
己
の
利
益

を
最
大
化
さ
せ
る
よ
う
な
経
営
者
を
頂
く
会
社
の
株
式
を
取
得
す
る
よ
う
行

動
す
る
か
ら
、
経
営
者
は
株
主
を
引
き
つ
け
る
よ
う
他
の
経
営
者
と
競
争
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
競
争
を
通
じ
て
、
株
主
の
利
益
は
経
営
者
に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
会
社
の
社
会
的
責
任
を
強
化
す
る
と
い
う
改
革
案
と
し
て
、
会
社

の
役
員
会
に
市
民
の
代
表
を
加
え
よ
と
い
う
よ
う
な
提
案
が
あ
る
。
巨
大
化

し
た
会
社
が
利
益
最
大
化
の
た
め
に
行
動
し
、
そ
れ
以
外
の
社
会
的
利
益
を

著
し
く
犠
牲
に
し
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
提
案
が
生
じ
る
。
し
か
し
提
案

の
理
由
は
も
っ
と
も
だ
と
は
い
え
、
会
社
自
体
を
社
会
的
責
任
を
果
し
う
る

組
織
に
改
造
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
公
害
問
題
一
っ

と
り
あ
げ
て
も
、
公
害
防
止
の
た
め
に
は
費
用
が
か
か
り
、
こ
の
費
用
は
製

品
価
格
を
つ
り
上
げ
イ

γ
プ
レ
を
促
進
す
る
。
イ
ン
フ
レ
か
公
害
防
止
か
と

い
う
選
択
は
重
要
な
社
会
的
選
択
で
あ
り
、
会
社
に
任
せ
る
の
は
困
難
で
あ

る
。
社
会
に
お
け
る
複
数
の
目
的
の
う
ち
ど
れ
を
優
先
さ
せ
る
か
、
ま
た
そ

雑

れ
に
と
も
な
う
費
用
を
ど
れ
だ
け
に
す
る
か
は
、
会
社
で
は
な
く
社
会
つ
ま

り
政
府
が
自
身
で
決
定
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
会
社
と
一
般
社
会
と
の
利

益
調
整
は
、
会
社
自
体
の
構
造
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
社
会

が
問
題
ご
と
に
外
部
的
規
制
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。

討
論
で
は
、
方
法
論
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
法
と
経
済
学
」
が
ア
メ
リ
カ

で
は
ど
れ
程
有
力
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
経
営
者
と
大
株
主
が
結
託
し
て
小

株
主
を
犠
牲
に
す
る
場
合
に
備
え
て
、
小
株
主
保
護
の
た
め
の
規
制
が
必
要

で
は
な
い
か
、
日
本
の
商
法
改
正
案
は
ど
う
評
価
す
べ
き
か
等
が
論
じ
ら
れ

た
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O
昭
和
五
六
年
一
月
三

O
日
ハ
金
〉
午
後
一
時
半

l
五
時

「
立
法
過
程
に
お
け
る
立
法
補
佐
機
構
の
役
割
」

報

告

者

国

会

図

書

館

立

法

考

査

局

員

成
田
憲
彦
氏

出

席

者

二

O
名

報
告
で
は
、

ω立
法
補
佐
機
構
が
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
独
、
フ

ラ
ン
ス
で
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
て
い
る
か
の
紹
介
と
比
較
、
間
日
本
の
立

法
補
佐
機
構
の
検
討
、
附
国
会
と
そ
の
下
に
収
集
さ
れ
る
情
報
の
公
開
に
関

す
る
検
討
、
凶
法
制
度
の
研
究
に
関
し
て
調
査
員
が
採
る
方
法
と
研
究
者
の

そ
れ
と
の
比
較
が
な
さ
れ
た
。

討
論
で
は
、
主
に
、
国
会
図
書
館
立
法
考
査
局
の
組
織
や
実
際
の
活
動
が

採
り
あ
げ
ら
れ
た
。



O
昭
和
五
六
年
二
月
六
日
ハ
金
〉
午
後
一
時
半
|
五
時

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
騒
音
に
対
す
る
戦
い
と
法
ハ
自
動
車
お
よ
び
航
空

機
騒
音
公
害
を
め
ぐ
っ
て
〉
」

報
告
者

オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
ジ

l

(
ル
ア
ン
)

大

学

教

授

レ

イ

モ

ン

・

ゴ

ア

氏

通

訳

深

瀬

忠

一

氏

出

席

者

二

四

名

報
告
の
内
容
は
、
本
誌
本
号
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ

れ
た
い
。
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